








要旨:川崎病既往者は、急性期に断層心エコー検査上の冠動脈病変が認められない例でも

若年性冠動脈硬化症の早期発症が危倶されている。今回冠動脈硬化症の危険因子である

Lp(a)を川崎病既往者172 例で測定し、同時測定した動脈硬化指数(AI)とともに検討した。

川崎病既往者の Lp(a)値は一般小児とほぼ同じで、冠動脈障害の程度等とも比例しなかっ

た。また Lp(a) 値は AI 値とも相関しなかった。Lp(a)高値および AI 高値は、 それぞれ 7%

に認められたが、両者を合わせ持つ例は 0.6%であった。川崎病既往者で Lp(a)高値のもの

は他の冠動脈硬化促進危険因子の排除など注意深い経過観察が心要と思われた。


